
玉名市

今
年
度
、
玉
名
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
の
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
、
有
田
康
弘
で
す
。
平
素

よ
り
、
玉
名
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

令
和
７
年
を
迎
え

早
一
ヶ
月
。
寒
さ
が
身
に
染

み
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
会
長
の
原
さ
ん
の

後
任
と
い
う
事
で
大
変
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
し
た

が
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
の

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
活

発
な
意
見
が
出
し
あ
え
る
会

議
運
営
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
令
和
６
年
が

終
わ
り
残
り
２
カ
月
と
な
り

ま
し
た
。
理
事
会
も
数
回

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
様
々

な
議
題
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ

な
意
見
を
聞
き
、
各
々
が
問

題
解
決
と
な
る
べ
く
会
議
が

行
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

ＰＴＡ連絡協議会だより

も
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
少

な
く
な
い
で
す
が
、
各
単
位

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
多
く
の
事
業
が
計

画
さ
れ
取
り
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
達
の
一
年
は
唯

一
無
二
の
年
で
あ
り
、
そ
の

学
年
で
し
か
経
験
で
き
な
い

多
く
の
事
を
体
験
・
経
験
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
本
協
議

会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
共
に

成
長
～
新
し
い
学
校
の
リ
ー

ダ
ー
へ
～
」
と
し
ま
し
た
。

私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー

一
人
一
人
が
子
ど
も
達
と
共

に
成
長
し
、
そ
し
て
子
ど
も

達
に
保
護
者
が
頑
張
っ
て
い

る
と
い
う
姿
、
背
中
を
見
せ

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
、

時
代
に
求
め
ら
れ
る
リ
ー

ダ
ー
へ
な
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
笑
顔
と
未
来

の
た
め
に

学
校
・
家
庭
・

地
域
が
一
丸
と
な
り
、
子
ど

共
に
成
長

も
達
の
健
や
か
な
成
長
を
支

え
る
こ
と
が
私
た
ち
の
重
要

な
使
命
で
す
。
皆
様
と
力
を

合
わ
せ
、
子
ど
も
達
が
楽
し

く
学
校
生
活
を
送
れ
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
私
た
ち
大
人
も
自
分
の

時
間
・
人
生
を
有
意
義
な
も

の
に
す
る
た
め
に
楽
し
ん
で

活
動
し
ま
し
ょ
う
。

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

玉
名
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

会
長

有
田
康
弘
（
あ
り
た
や
す
ひ
ろ
）

日
頃
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
、
玉
名
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
家
庭
教
育
部
長
を

仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
、

藤
川
一
紗
と
申
し
ま
す
。

日
々
家
庭
の
中
で
、
３
人

の
子
ど
も
の
明
る
い
声
や
賑

や
か
な
話
を
き
い
て
、
い
つ

も
そ
こ
か
ら
元
気
を
貰
っ
て

い
ま
す
。
家
庭
が
、
子
ど
も

に
と
っ
て
安
心
し
て
く
つ
ろ

げ
衣
食
住
に
つ
い
て
料
理
や

掃
除
な
ど
具
体
的
な
「
生
き

る
力
」
を
育
め
る
と
こ
ろ
で

在
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
各
単
位
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
皆
様
と
連
携
し
様
々
な

活
動
や
地
域
の
行
事
に
参
加

す
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の

未
来
に
と
っ
て
よ
り
良
い
情

報
を
共
有
し
合
え
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
を
家
庭
の
中
で
生

か
し
、
子
ど
も
と
共
に
成
長

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
も
残
り
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
が
、
ご
協
力
の

程
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

親
子
共
に
元
気
の
源
で

玉
名
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

家
庭
教
育
部
長

藤
川
一
紗
（
ふ
じ
か
わ
か
ず
さ
）

令和６年度
玉名市ＰＴＡ連絡協議会
四役一覧

会長

副会長

副会長

副会長

議長

会計

部長

副部長

副部長

副部長

副部長

副部長

令和６年度
家庭教育部部長・副部長一覧

有田 康弘

松本 健二

斉藤 亮平

宮本 直樹

濱﨑 大輔

鬼釜 絵美

藤川 一紗

川西 恵子

西山 和彦

田中 理恵子

落水 洋美

西村 友香

（築山小）

（豊水小）

（玉水小）

（玉陵中）

（岱明中）

（玉南中）

（玉陵中）

（滑石小）

（鍋 小）

（小天小）

（玉南中）

（有明中）

ー１－

あ
る
大
切
な
家
庭

～
新
し
い
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
へ
～

↑互いに意見を交わし合える雰囲気の
協議会を目指し取組みました



活動報告

第６９回日本ＰＴＡ
九州ブロック長崎大会
令和６年１０月２６日から２７日にかけ、長崎

県で開催された「第６９回日本ＰＴＡ九州ブロッ

ク研究大会長崎大会」へ、玉名市ＰＴＡ連絡協議

会から、有田会長をはじめ８名で参加しました。

２６日の分科会では、議題ごとの提言発表が行

われ、今後のＰＴＡ活動の参考となる討議が出来

ました。

続く２７日の全体会では、記念講演として野々

村友妃子さん（放送作家）が行われました。また

全体会では各種表彰も行われ、その中で、熊本県

玉名市ＰＴＡ連絡協議会主催

市長・教育長との教育懇談会

藏原隆浩市長や福島和義教育長と、玉名市ＰＴ

Ａ連絡協議会の理事や家庭教育部らによる、教育

懇談会を令和６年７月に開催しました。

これは、ＰＴＡ会長や家庭教育部長らが、普段

のＰＴＡ活動の中での課題や思いを、市長や教育

長と語り合う機会として毎年開催しているもの。

当日は３０名以上

の理事らが参加し

市長らと意見を交

わしました。

熊本県ＰＴＡ連合会主催

熊本県ＰＴＡ研究大会阿蘇大会

令和６年１１月９日に「第５０回熊本県ＰＴＡ

研究大会阿蘇大会」が開催され、玉名市内のＰＴ

Ａから約１００名の会員が参加しました。県内の

ＰＴＡ会員を対象とした本大会。今年度は阿蘇地

域の３会場（西原村、阿蘇市、高森町）にわかれ

開催されました。各会場で講演等があり、参加者

はＰＴＡ活動について考える機会となりました。

↗全体会の最後には、令和７年度開催地である福

岡市からのキャラバン隊のＰＲなどが行われ、盛

況のまま閉会しました。

長崎大会スローガン 学びを実践へ！
～集まろうで 語り合おうで やってみようで～

今回の長崎大会では、参加者

の主体的な学びとつながりを生

かしたＰＴＡ活動の実践を主題

に、互いに学び合う場となりま

した。これにより、これからの

ＰＴＡ活動の指針や、やってみ

ようという新たな活動のエネル

ギーを得ることが出来ました。

ー２－

ＰＴＡ連合会からの

推薦で、玉名町小学

校ＰＴＡが表彰を受

賞。令和５年度に同

ＰＴＡの会長を務め

た元・会長の原建史

さんが表彰式に出席

し表彰状を受け取り

ました（左写真）↗

理事らと意見を交わす

藏原市長（写真左）と

福島教育長（写真上）



活動報告

玉名市ＰＴＡ連絡協議会家庭教育部会

では令和６年８月２０日に、玉名市内の

ＰＴＡ会員を対象とした家庭教育講演会

を開催しました。

講演会には、玉名市内の小中学校のＰ

ＴＡら８５名が参加しました。講師は、

小児食生活アドバイザーとして和水町で

活動する近藤明枝さん。近藤さんは、中

学校教諭を退職後、笑顔で過ごせる親子

を増やしたいという想いで、お産や子育

ての豊かさを発信されたり、自宅で子育

てサロン「和く和く」主宰されています。

今回、「『今』を幸せに生きる親子に

なるために」と題し、講演を実施。参加

者からは「本当に今を大切に、みんなで

笑顔でいたい」等の感想が上がりました。

家庭教育講演会を開催しました

とても
良かった
（４７名）

良かった

（１８名）

子育てをしていると自分の事を後回し

にしてしまうことが多いので、自分を

「子どもが持つチカラを最大限に発揮

するために親は土台を作ってあげる」

大切にすることが子ど

もを育てる上で大事に

していくことにつなが

ると感じました。

当たり前の事だけど

改めて大切だなと実

感した。土台作りを

少しでもできれば。

子どもの成長を木に例えて、土台づくり

が大事で、子の先々の不安より、親が今

「将来何になりたい？」親が思ってい

る以上に子どもは重たく感じていたん

を幸せに生きている事が

一番子供に伝わるのかな

と実感しています。あり

がとうございました。

だな…と感じ、その

言葉はよーく考えて

使う必要があるなと

思いました。

参加してみての感想

アンケート回答者７０名
参加者数８５名

その他、「普通」４名、「無回答」１名と
なりました。

家庭教育部玉名市ＰＴＡ連絡協議会

ー３－

「子供に安心感を与える」
ことを大切に。

同じ小中学生を育てて
いる真っ最中の、いち
保護者として。



熊本県ＰＴＡ共済に関するご質問やご連絡

■共済の対象となる活動の範囲、事故発生時の手続き、様々な手続きに必要な書類

など、お気軽にお問い合わせください。■熊本県ＰＴＡ教育振興財団事務局： （共済契

約の手続）☎0800－200－5553 （共済金請求の手続）☎096－223－7119

■ 玉名市ＰＴＡ連絡協議会だより ■ 令和７年１月発行

■ 発行 玉名市PTA連絡協議会事務局 （玉名市役所コミュニティ推進課内） ☎０９６８－７５－１３１２

■ 加入PTA数 小学校15・中学校６ 会員等の数 会員 4,136名 児童・生徒数 ４,790名

－４－


